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展示会会場での名刺収集からデータ活用までをサポート。 
名刺情報共有管理端末「BusicaFE」展示会向けレンタルプランスタート。 

 
株式会社ビジカ・ビジネスシステム（東京都新宿区、代表取締役川森基次、以下ビジカ・ビ

ジネスシステム、http://www.busica.co.jp/）はビジネスコンタクトの起点である名刺交換に

着目し、名刺データを企業のマネージメントに活かすトータルソリューションを提供するベンチ

ャー企業です。「いつ」「誰が」交換した名刺データであるかの情報を付加することで、名刺デー

タは単なる個人管理のアドレス帳から、組織の保有する顧客データベースに生まれ変わります。

これを実現するシステムとして『BusicaFE』（http://www.busicafe.com/）を開発・販売いたし

ており、平成２０年１１月の会社設立以来、すでに１５０システムの販売をいたしております。 

今回、ビジカ・ビジネスシステムは従来オフィス内での名刺情報の組織共有管理を実現する端

末として『BusicaFE』を販売してまいりましたが、展示会会場での名刺管理端末としての利用に

ついての要望が高いことから、機能強化を図り、展示会向けのレンタルプランをスタートさせる

ことにいたしました。展示会会場の受付や商品ブースで営業マンが取得した名刺を『BusicaFE』

にスキャンさせることで効率的に来場者リストを作成することが出来ます。展示会開催期間にレ

ンタルで使用していただいた後も、来場者リストのデータはＵＳＢメモリーでお渡しするととも

に、データの管理ソフトも提供いたしますので、データをその後の営業展開に活用できます。 

専用端末のレンタルとデータ保存用ＵＳＢメモリ、管理ソフトをセットで５日間７万円（税別）

のレンタルパックからプランを準備いたしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【展示会会場から始める名刺データの活用サイクル】 

 

①セミナー会場や展示会会場の受付に『BusicaFE』を設置し、来場者から頂いた名刺をスキャン

するだけで来場者リストが生成されます。この際、どの営業担当が取得した名刺であるかを

FeliCa カードで認証して情報を付加しておくことが出来ます。 

②レンタルプランでは、名刺データはＰＣ側に書き込まず、ＵＳＢメモリーにダイレクトに書き

込みますので、データが漏えいする心配はありません。 

③管理画面で来場者一覧の確認ができるため、展示会会場での顧客対応にも活用できます。 

④展示会終了後『BusicaFE』は返却いただきますが、データの入ったＵＳＢメモリーと管理アプ

リケーションはお持ち帰りいただきます。 

⑤展示会終了後速やかに、来場のお礼状の発送やメール配信を行うことが出来ます。 

⑥展示会終了後、社内に戻っても、取得した名刺データは管理アプリケーションで利活用するこ

とが可能です。来場者リストからアプローチリストを生成し効果的な営業活動が行えます。また

来場者リストをアーカイブすることで次回以降の展示会開催にデータを活用することが可能で

す。 

 

 

 

【来場者リストからアプローチリストの生成例】 

Ｅｘｃｅｌと連動させることにより、【担当者別アプローチリスト】や【エリア別アプローチリ

スト】などを作成し、来場頂いたお客様へのアプローチをもれなく行うことができます。 

 

 



【来場者リスト】 

 

【担当者別アプローチリスト例】 

 

 

 

 【展示会会場向けレンタルパッケージ概要】 

 

◎株式会社ビジカ・ビジネスシステム会社概要 

「人と人とのつながりを導線とする」ビジネスプロセスに IT の光をあて、組織力強化に繋がる

「仕組みの革新」を提案するソリューションカンパニーとして、名刺データを企業のマネージメ

ントに生かす『BusicaFE』をはじめ、情報システムやデータセンターサービス、SEO 対策などの

IT コンサルなど幅広い IT ソリューションを提供し企業文化の革新に貢献致しております。 

本    社：（〒162-0821） 東京都新宿区津久戸町 3-11 TH1 ビル飯田橋 6F 

連絡先：(TEL）03-5579-8031 (FAX）03-5261-5895 

 URL：http://www.busica.co.jp/ 
 担当窓口：プランナー梶野芳敬 


